
2015.8版

㉗



12

16

19

エア（空気）抜き方法 22

 ４.トルネード融雪のしくみ 11

24

− 1 −



12

16

19

エア（空気）抜き方法 22

 ４.トルネード融雪のしくみ 11

24

− 1 −

電源ケーブル通穴 吸気口

前扉 操作パネル

エア抜き「ネジ」

入

空焚き防止装置

（過熱センサー）

締める

端子箱

バーナー本体

電源ケーブル アース線

燃料キャップ
（通気孔付）

排水ホース
取付口

排気ガイド 投雪パネル

灯油タンク

サイドカバー燃焼缶

取っ手

タイヤ

スタンド脚

排水ホース

排水栓（レバー） 漏電ブレーカー

オイルストレーナー

バーコンリレー

製造番号シール

ギヤポンプ

外部点検口

エア抜き

「つまみ」

水抜コック

開（OPEN） 閉（CLOSE）

灯油コック

前扉を開いた状態

バーナーリセットボタン

自転車用ワイヤー錠通線用孔

（直径 φ20㎜）

（外部点検口から見たところ）

− 3 −− 2 −



電源ケーブル通穴 吸気口

前扉 操作パネル

エア抜き「ネジ」

入

空焚き防止装置

（過熱センサー）

締める

端子箱

バーナー本体

電源ケーブル アース線

燃料キャップ
（通気孔付）

排水ホース
取付口

排気ガイド 投雪パネル

灯油タンク

サイドカバー燃焼缶

取っ手

タイヤ

スタンド脚

排水ホース

排水栓（レバー） 漏電ブレーカー

オイルストレーナー

バーコンリレー

製造番号シール

ギヤポンプ

外部点検口

エア抜き

「つまみ」

水抜コック

開（OPEN） 閉（CLOSE）

灯油コック

前扉を開いた状態

バーナーリセットボタン

自転車用ワイヤー錠通線用孔

（直径 φ20㎜）

（外部点検口から見たところ）

− 3 −− 2 −



電源ケーブル通穴 吸気口

前扉 操作パネル

エア抜き「ネジ」

入

空焚き防止装置

（過熱センサー）

締める

端子箱

バーナー本体

電源ケーブル アース線

燃料キャップ
（通気孔付）

排水ホース
取付口

排気ガイド 投雪パネル

灯油タンク

サイドカバー燃焼缶

取っ手

タイヤ

スタンド脚

排水ホース

排水栓（レバー） 漏電ブレーカー

オイルストレーナー

バーコンリレー

製造番号シール

ギヤポンプ

外部点検口

エア抜き

「つまみ」

水抜コック

開（OPEN） 閉（CLOSE）

灯油コック

前扉を開いた状態

バーナーリセットボタン

自転車用ワイヤー錠通線用孔

（直径 φ20㎜）

（外部点検口から見たところ）

− 3 −− 2 −

等の恐れがあります。また、燃焼缶底が融雪

水から露出し、燃焼缶の損傷の原因となり

ます。
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タイヤに空気を入れるとき、最大空気圧以

上入れないで下さい。タイヤの損傷、また

はタイヤ破裂事故の原因となる場合があり

ます。 空気圧ポンプ タイヤ最大空気圧：294kPa（3.0kgf/㎠）
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運転中、前扉部の吸気口や、排気ガイドの排気口を雪や異物で完全に
塞がないようにして下さい。不完全燃焼の原因となります。

怠ると融雪水で冷却されている燃焼缶の底が露出して、燃焼缶の熱変形
損傷の原因となります。又、バーナー室側に水が浸入しバーナー及び電
気部分の損傷により、運転不能となる場合があります。

運転は、燃焼缶の上部や側面に雪のある状態で行って下さい。雪の無い
状態での運転は絶対に行わないで下さい。
燃焼缶が損傷して、使用できなくなることがあります。

3. 灯油タンクの燃料キャップを外し、給油して下さい。

    給油は火気厳禁でおこなって下さい。

給油は必ずバーナーの燃焼が止まった状態でおこ

なって下さい。引火・爆発の危険があります。

※排水延長ホース

　（別売品）の接続

排水ホース

取付口

越流口

排水ホースが水詰り
したときの、越流口
取付口外径
50㎜

排水

ホース

差

し

込

む
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トルネード融雪のしくみ

融雪のしくみ
①燃焼缶天板による融雪力

トルネードファイアは、燃焼缶本体・天板を加熱して、高温の排気ガスとなって排気ガイドにより融
雪水が溜まっている燃焼缶天板へ放射状に吹きつけます。
この結果燃焼缶天板上の雪は、熱風と高温の融雪水により効率よく溶けます。
②融雪槽内の融雪水による融雪力

接触熱による融雪は、接触している雪の部分に熱が伝わり融けていく融雪ですが雪内部は空気層
（断熱層）が沢山あるため、熱が伝わりにくく、融雪に時間がかかります。
これに対して、融雪水を融雪槽内に溜まる構造にした本融雪機は、燃焼缶本体からの熱を大量に
吸収した融雪水が雪の内部まで浸透して融雪するので早く融雪できます。
また、燃焼缶本体側面２ヶ所の排気口から排気ガスを雪に吹き付けて、雪を融かします。
③排気ガイドの接触熱による融雪

高温となる排気ガイドの接触熱で雪を融かします。 
注意）水溜め・排水の方法

・融雪中は、燃焼缶の冷却と融雪水位を保つため、排水栓（レバー）を下げて排水口を必ず『閉』状   
 態にして下さい。規定水位以上の融雪水は越流口から越流して排水ホースへ流れ出ます。　
・融雪終了後は排水栓（レバー)を上げて排水口を『開』にして融雪槽内の融雪水を排水して下さい。

４.

５.

6.

７.

バーナー

雪 雪

本機「太郎」は、下図のように燃焼缶の中で炎が渦を巻くトルネードファイア（旋回火炎方式）を
特徴とする融雪機です。

平面図 断面図

排水口閉 排水口開

熱風

旋回火炎

熱風

熱風

お湯

旋回火災
融雪水

水溜め式燃焼缶天板

排水栓（レバー）

越流

融雪水

正面図 断面図 正面図

排水栓（レバー）を
引き上げて
排水

断面図

越流口

排気ガイド

熱伝導

燃焼缶本体

熱伝導

越流口

電源ケーブル通穴

電源ケーブル通穴からアー

ス線と電源ケーブルが出る

ように前扉を閉めます。
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排水栓（レバー）を下げないで使用しますと、
燃焼缶の熱変形損傷の原因となります。

雪を乗せる際は、排気ガイドの排気口を

完全に塞がないようにご注意下さい。

不完全燃焼となり、『不着火』ランプが点

灯し停止する場合があります。

燃焼缶の上に雪がなくなった時点で運転スイッ
チを止めてOKです。あとは余熱で雪が融けて水
になるまで待って下さい。

燃焼缶の上部や側面に雪がないまま運転す

ると燃焼缶損傷の原因となります。

排水栓（レバー）を下げた状態で排水口がきちんと

閉まっている事を確認して下さい。

3.

4.

2. 融雪槽内に雪を投入して下さい。

5.

6.

P16参照

ご使用時に、雪が無い状態で連続燃焼すると『異常』ランプが点灯

し、燃焼が止まる場合があります。 P16参照

・

・

・

越流口

排水口

※融雪槽内に融雪水が規定水位以上

　溜ると、越流口より排水されます。

P20参照
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5.

6.

P16参照

ご使用時に、雪が無い状態で連続燃焼すると『異常』ランプが点灯

し、燃焼が止まる場合があります。 P16参照

・

・

・

越流口

排水口

※融雪槽内に融雪水が規定水位以上

　溜ると、越流口より排水されます。

P20参照
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時　　　期 点検・お手入れ項目 お手入れ方法

シーズンはじめ

ご使用毎

・空気の入れ方
空気圧計がついている『空気入れ』を
使用して、写真のように米式バルブ用
アダプターで、タイヤに空気をいれて
下さい。

本体前面バーナー室扉を開け、送油経路に油漏れ、油のにじ
みなどがないか点検して下さい。
油漏れが発見された場合は使用を取り止め、販売店にご連
絡下さい。

排水口が異物、ゴミ等で塞がれていないか点検して下さい。
塞がれている場合は不完全燃焼の原因となりますので、異物・
ゴミを取り除いてからご使用下さい。

本体・燃焼缶等に腐食による穴および亀裂が生じていないか
確認して下さい。
それらが、発見された場合は使用を取り止め、販売店にご連
絡下さい。

本体・燃焼缶等の
腐食

灯油タンクとバーナーのストレーナに水が溜まっていないかを
点検して下さい。
水が溜まっている場合P22の手順に従って水抜きを行って下
さい。

灯油タンク内の
水抜き

タイヤの空気圧
確認

油漏れ・油のにじみ

吸気口・排気口が異物、ゴミ等で塞がれていないか点検して
下さい。
塞がれている場合は不完全燃焼の原因となりますので、異物・
ゴミを取り除いてからご使用下さい。

吸気口・排気口

排水口・越流口

シーズン終了後
乾いた布等で汚れを拭き取ります。特に融雪槽内の水気、汚
れはきれいに拭き取って下さい。清掃

基準空気圧：255kPa（2.6kgf/㎠）
最大空気圧：294kPa（3.0kgf/㎠）

・タイヤの空気がへっていないか確認して下さい。
　空気圧：216kPa（2.2kgf/㎠）～284kPa(2.9kgf/㎠)

正常空気圧 空気抜け

空気入れの
アダプター

米式バルブ

空気圧計
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時　　　期 点検・お手入れ項目 お手入れ方法

シーズンはじめ

ご使用毎

・空気の入れ方
空気圧計がついている『空気入れ』を
使用して、写真のように米式バルブ用
アダプターで、タイヤに空気をいれて
下さい。

本体前面バーナー室扉を開け、送油経路に油漏れ、油のにじ
みなどがないか点検して下さい。
油漏れが発見された場合は使用を取り止め、販売店にご連
絡下さい。

排水口が異物、ゴミ等で塞がれていないか点検して下さい。
塞がれている場合は不完全燃焼の原因となりますので、異物・
ゴミを取り除いてからご使用下さい。

本体・燃焼缶等に腐食による穴および亀裂が生じていないか
確認して下さい。
それらが、発見された場合は使用を取り止め、販売店にご連
絡下さい。

本体・燃焼缶等の
腐食

灯油タンクとバーナーのストレーナに水が溜まっていないかを
点検して下さい。
水が溜まっている場合P20の手順に従って水抜きを行って下
さい。

灯油タンク内の
水抜き

タイヤの空気圧
確認

油漏れ・油のにじみ

吸気口・排気口が異物、ゴミ等で塞がれていないか点検して
下さい。
塞がれている場合は不完全燃焼の原因となりますので、異物・
ゴミを取り除いてからご使用下さい。

吸気口・排気口

排水口・越流口

シーズン終了後
乾いた布等で汚れを拭き取ります。特に融雪槽内の水気、汚
れはきれいに拭き取って下さい。清掃

基準空気圧：255kPa（2.6kgf/㎠）
最大空気圧：294kPa（3.0kgf/㎠）

・タイヤの空気がへっていないか確認して下さい。
　空気圧：216kPa（2.2kgf/㎠）～284kPa(2.9kgf/㎠)

正常空気圧 空気抜け

空気入れの
アダプター

米式バルブ

空気圧計

米式バルブ用 英式バルブ用

空気入れアダプター
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時　　　期 点検・お手入れ項目 お手入れ方法

シーズンはじめ

ご使用毎

・空気の入れ方
空気圧計がついている『空気入れ』を
使用して、写真のように米式バルブ用
アダプターで、タイヤに空気をいれて
下さい。

本体前面バーナー室扉を開け、送油経路に油漏れ、油のにじ
みなどがないか点検して下さい。
油漏れが発見された場合は使用を取り止め、販売店にご連
絡下さい。

排水口が異物、ゴミ等で塞がれていないか点検して下さい。
塞がれている場合は不完全燃焼の原因となりますので、異物・
ゴミを取り除いてからご使用下さい。

本体・燃焼缶等に腐食による穴および亀裂が生じていないか
確認して下さい。
それらが、発見された場合は使用を取り止め、販売店にご連
絡下さい。

本体・燃焼缶等の
腐食

灯油タンクとバーナーのストレーナに水が溜まっていないかを
点検して下さい。
水が溜まっている場合P20の手順に従って水抜きを行って下
さい。

灯油タンク内の
水抜き

タイヤの空気圧
確認

油漏れ・油のにじみ

吸気口・排気口が異物、ゴミ等で塞がれていないか点検して
下さい。
塞がれている場合は不完全燃焼の原因となりますので、異物・
ゴミを取り除いてからご使用下さい。

吸気口・排気口

排水口・越流口

シーズン終了後
乾いた布等で汚れを拭き取ります。特に融雪槽内の水気、汚
れはきれいに拭き取って下さい。清掃

基準空気圧：255kPa（2.6kgf/㎠）
最大空気圧：294kPa（3.0kgf/㎠）

・タイヤの空気がへっていないか確認して下さい。
　空気圧：216kPa（2.2kgf/㎠）～284kPa(2.9kgf/㎠)

正常空気圧 空気抜け

空気入れの
アダプター

米式バルブ

空気圧計

米式バルブ用 英式バルブ用

空気入れアダプター
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されることをおすすめします。
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されることをおすすめします。
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されることをおすすめします。
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HR-1400-275G

移動式融雪機

灯油バーナー

J l S1号   白灯油

自然排水

23リットル

高圧放電方式

96%

1,000kg/h

全長 1,190mm 全幅 830mm 全高 820mm（突出物除く）

高さ 400mm 奥行 600mm 長さ 700mm

540mm

110kg（乾燥重量）

A C（単相）100V  50Hz

75dB以下

空焚き防止装置､火炎監視装置､ 漏電監視装置（漏電ブレｰカ：15mA､アｰス線）

排水ホｰス（3m）、取扱説明書・保証書（1部）

245 220
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